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５．ビームタイムの期間 

    （エリア内準備期間、ビーム使用期間、撤収期間がわかるように） 

2024 年 11 月 22-23 日：エリア外準備 

2024 年 11 月 24 日：エリア内準備 

2024 年 11 月 24-12 月 5 日：ビーム試験 

2024 年 12 月 5 日：撤収 

 

６．ビームの状況 

ビームタイム中はほぼ全ての期間でビームが利用可能であった。 

 

７．実験成果 

PFA、dual readout の 2 つのカロリメータ技術を融合し、さらに高時間分解能を兼ね備えた新しいカロ

リメータ技術の開発の一環として、高時間分解能チェレンコフ検出器およびシンチレータストリップ検

出器のプロトタイプビーム試験を行った。GasPM を使用したチェレンコフ検出器については、従来の

CsI フォトカソードの他に DLC をフォトカソードとした検出器の動作を確認した、より良い時間分解能

とより少ないエージング耐性を持っていることを確認した。シンチレータストリップ検出器は複数のデ

ザインに対して光量の位置依存性、ヒット位置再構成などの応答特性を測定することができた。これと

並行して、将来のコライダー測定器用センサー候補としての LGAD の時間応答測定、将来のμ→eγ探

索実験のための光子ペアスペクトロメータ用アクティブコンバータの候補物質としての LYSO 検出器の

エネルギー分解能、時間分解能の測定を行うことができた。 

 

８．結果の公表予定 

日本物理学会 2025 年春季大会で暫定的な結果を公表する予定 

 

９．今後の要望 

インターロックシステムの不具合でビームが使用できなくなることがありました。その際、システムの



エキスパートの方に連絡が取れず、一晩ビームが使用できませんでした。可能でしたら、エキスパート

の緊急連絡先をビームタイムコーディネーターの方々の間で共有しておいて頂けると大変助かります。 

 

以上 


